
「バリア」のないまちへ
合理的配慮の社会づくり

語源

　この有名なことわざの舞台は、なんと草津市。
旅人たちが、瀬田に進むか、矢橋の港に向かうか
を、分岐点のお茶屋で一服しながら考える様子
が、浮世絵に描かれています。絵の中の「矢倉道
標」は、今も同じ場所（矢倉二）に残されています。
では、どのようにして、このことわざが生まれたの
でしょうか？「いそがばまわれ」の語源について
は、13ページをご覧ください。
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草津市民憲章　私たち草津市民は 一．古い歴史にとけあった新しい文化をつくり、住みよいまちをきずくためにあたたかい心を持ちあって、ともにあす 
への歩みを進めましょう。一．豊かな生産に努めましょう。一．高い教養を伸ばしましょう。一．明るい環境を整えましょう。一．良い風習を育てましょう。


